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暑
中
御
見
舞
し、

中
し
上
げ
ま
す

道
一冗
禅
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

今
年
の
夏
、
呉
々
も
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

第 23号

龍
谷
寺
三
十
八
世

ド
成
田
隆
臭

ど
う
生
さ
る
か

生
れ
て
死
ぬ
一
度
の
人
生
を

ど
う
生
さ
る
か

そ
れ
が
仏
法
の
根
本
問
題
で
す

長
生
さ
を
す
る
こ
と
が
幸
せ
で
し
ょ
う
か

そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん

短
命
で
死
ぬ
の
が
不
幸
で
し
ょ
う
か

そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん

問
題
は
ど
う
生
さ
る
か
な
の
で
す

人
生
に
、
足
年
は
な
し、

人
生
に
、足
年
は
あ
り
ま
せ
ん

老
後
も
余
生
も
な
い
の
で
す

一
九
を
迎
え
る
そ
の
一
瞬
ま
で
は
人
生
の
現
役
で
す

人
生
の
現
役
と
は
自
ら
の
人
生
を

悔
い
な
く
生
さ
初
る
人
の
こ
と
で
す

そ
こ
に
は

「
老
い
」

や
「
死
」
へ
の
恐
れ
は
な
く

「尊
く
美
し
い
老
い
」
と
「
、
安
ら
か
な
死
」
が
あ
る
、ば
か
り
で
す

「
道
元
禅
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
慕
古
心
（
も
と
し
ん
ど
企
画・
制
作
・監
修
大
本
山
永
平
寺
（
平
成
初
年
）
か
ら
引
用
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
布
教
印
周
年
記
念
行
事

フランス共和国ブ口ワ市禅道尼苑 （29.5.14)

1
9
6
7
年
、
初
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
布
教
総
監
弟
子
丸
泰
仙
（
で
し
ま
る

た
い
せ
ん
）
師
、
か
フ
ラ
ン
ス
・パ
リ
で
曹
洞
宗
の
布
教
を
開
始
し
て
以
来
、
今
年
で

印
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、

5
月
は
日
か
ら
凶
円
ま
で
師
の
開
創

し
た
寺
院
フ
ラ
ン
ス
・ブ
ロ
ワ
市
の
禅
道
尼
苑
に
て
曹
洞
宗
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際

布
教
印
周
年
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
行
事
で
は
、

「ヨ
ー
ロ
ッ
パ
曹
洞
宗
の
過
去
・現
在
・未
来
」
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
や
北
米
、
南
米
な
ど
か
ら
5
0
0

名
余
が
参
加
し
ま
し
た
。
曹
洞
宗
宗
務
庁
か
ら
は
釜
田
隆
文
宗
務
総
長
、

成
田
隆
真
教
学
部
長
、
山
本
健
善
教
化
部
長
が
渡
欧
し
、
弟
子
丸
泰
仙
初

代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
総
監
と
瀧
津
和
夫
元
教
化
部
長
の
墓
参
り
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
晩
餐
会
で
は
、
釜
田
宗
務
総
長
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
曹
洞
禅
の

さ
ら
な
る
発
展
と
結
束
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
呼
び
か
け
、
会
場
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
沸
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
お
世
成
田
隆
真
の
弟
子
、
成
田
哲
員
は
駒
津
大
学
仏
教
学
部

在
学
中
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
中
心
と
し
て
活
躍

し
、
卒
業
、
同
年
3
月
3
日
、
大
本
山
線
持
寺
へ
上
山
し
、
修
行
に
入
り
ま
し
た
。

線
持
寺
で
は
入
門
し
て
最
初
の
百
日
間
は
、
「
百
日
禁
足
」
と
し
て
一
切

の
外
出
が
禁
じ
ら
れ
、
連
絡
通
信
も
制
限
さ
れ
ま
す
。
外
か
ら
の
面
会

も
禁
じ
ら
れ
ま
す
か
ら
、
全
く
外
部
と
の
接
触
を
断
た
れ
た
状
態
で
す
。

坐
禅
堂
で
生
活
し
、
「
起
き
て
半
畳
、
寝
て
一
畳
」
と
し
て
朝
4
時
に
起
床
、

坐
禅
、
読
経
、
作
務
（
掃
除
等
）
を
し
、
－
円
を
終
わ
り
ま
す
。

俗
世
間
の
価
値
観
を
一
切
捨
て
て
、
朝
か
ら
晩
ま
で
、
晩
か
ら

朝
ま
で
、
た
だ
仏
道
の
た
め
に
だ
け
の
生
活
が
あ
り
ま
す
。

生
活
の
大
き
な
変
化
に
周
囲
は
心
配
を
し
て
い
ま
し
た

が、

6
月
比
日
に
無
事
「
百
日
禁
足
」
が
解
け
、
現
在
は
綿
持

寺
貫
首
江
川
辰
三
禅
師
の
も
と
で
修
行
を
続
け
て
い
ま
す
。

数
年
後
、
龍
谷
寺
に
帰
寺
し
、
奇
の
運
営
に
取
り
組
み
ま

す
。
今
年
は

8
月
の
盆
棚
経
の
た
め
、

6
日
間
帰
寺
す
る

予
定
で
す
。

成
田
哲
員
修
行
に
入
る

龍
谷
寺
は
1
5
2
0
年
ご
ろ
、
一
．
一州
篠
原
永
沢
寺
三
世
新
月
栄
光
大

和
尚
が
三
州
の
城
主
渡
辺
守
綱
の
助
力
を
得
て
、
伽
藍
を
整
備
し
、
閉
山

し
ま
し
た
。
以
来
、
お
世
に
至
る
ま
で
5
0
0
年
余
に
渡
り
、
お
釈
迦
様
の

教
え
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。
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梅
花
流

創
立
邸
周
年
記
念

奉
讃
大
会
開
催

「梅
花
流
創
立
町
周
年
記

念
奉
讃
大
会
」
が

5
月
お
口

か
ら
お
口
に
か
け
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

昭
和
幻
年
高
祖
道
元
禅

師

7
0
0
回
大
遠
忌
に
合
せ

て
創
立
さ
れ
た
梅
花
流
は
、

本
年
日
周
年
を
迎
え
、
こ
れ

を
記
念
し
て
本
大
会
で
は
、

白
日
、
お
日
の
両
日
、
越
前
市

の
「
サ
ン
ド
l
ム
福
井
」
で
式

典
が
、
お
日
か
ら
お
口
ま
で

大
本
山
永
平
寺
で
報
恩
献
詠

が
行
わ
れ
、
－
万
人
を
超
え

る
人
び
と
が
集
い
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

龍
谷
寺
か
ら
は
梅
花
洗
詠

讃
歌
講
員

7
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
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新区両

［ぺ、ソトと一緒に蹴るお墓］誕生
大切な家族の一員だからいつまでも一緒にいたい。

そんな想いが叶うお墓ができました。

永遠のやすらぎをご一緒に・．

・桜1ィタイプ 145万円より l l Ox80cm (0.88m) ・桜2ヲイプ 148万円より l l Ox80cm (0.88m) 

愛する家族の一員として、

一緒に暮らしていたペットたちを家族同様きちんと弔うことで、

ペットたちの冥福を祈り、彼らが永遠の安らぎにつけますように。

ベットの葬儀・法要・火葬・その他、日進桜楓霊苑割地案内所までお問い合わせください。

… … … ．ミ＇tt''il・ゥ ー… 
...臨栴楓＂：＜偽 S

F’お花の予約販売」、たします

定休日変更の

ご案内

期間：8月11日（金）～15日（火）

金額：2,300円（花一対・税込）

8月より

毎週火曜・水曜休みに

変更致します。

お参りの前日、午前中までに

ご予約ください。

お花はイメ ジです ,J 
現地案内所 ：1.~~引先日進市高島町 r~I予想担世田口1

日進桜楓霊苑幽引~9~；＇54'5~：~~3~1
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龍
谷
寺
年
間
予
定

平
成
幼
年

8
月
日
日
（
火
）

9
月
お
日
（
土
・
祝
）

叩
月
7
日
（
土
）

日
月
お
日
（
木
・祝）

日
月
3
口
（
日
）

ロ
月
8
日
（
金
）

日
月
別
日
（
日
）

平
成
初
年

1
月
1
日
（
月
・祝）

1
月
1
日
・2
日
・3
日

1
月
8
口
（
月
・祝）

2
月
日
日
（
木
）

4
月
8
日
（
日
）

初
盆
施
食
会
供
養
（

9
時

i
）

盆
施
食
会
法
要
（
叩
時

1
）

秋
分
の

H
秋
の
彼
岸
施
食
会
（
同
時

1
）

道
了
秋
ま
つ
り
日
東
バ
ザ
ー

水
子
供
養
会
（
日
時
受
付
開
始

・
日
時
初
分
供
養
会
開
始
）

永
代
供
養
墓
「
縁
（
え
に
し
）
供
養
会
」
（
日
時
初
分

1
）

成
道
会
お
釈
迦
様
が
お
悟
り
を
開
い
た
日

除
夜
の
鐘
打
鐘
（
竹
山
時
初
分
か
ら
受
付
）

甘
酒
振
る
舞
い
あ
り
。打
鐙
を
す
る
方
に
、
幸
福
だ
る
ま
進
呈
。
お
守
り
・絵
馬
販
売
。

元
旦
祈
祷

年
始
挨
拶

成
人
の
日

大
般
若
祈
祷
（
叩
時

1
）

国
土
安
寧
と
す
べ
て
の
人
々
の
幸
せ
を
祈
る
大
法
要
で
す
。

龍
谷
寺
大
般
若
経
5
0
0
巻
を
転
読
し
ま
す
。

龍
谷
寺
七
福
神
参
り

大
根
と
結
び
昆
布
を
炊
い
て
、
皆
様
に
振
る
舞
い
ま
す
。

担
架
会
お
釈
迦
様
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
目
。

2
月
の
初
め
か
ら
龍
谷
主
寺
宝
「
浬
駒
栄
図
」

（
江
戸
時
代
・藤
信
作
）
を
龍
谷
寺
本
堂
で
展
示
し
ま
す
。

第
初
回
芳
桜
茶
会

桜
の
花
が
咲
き
誇
る
龍
谷
寺
境
内
で

一
服
の
お
茶
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

お
茶
券
は
2
月
頃
か
ら
販
売
し
ま
す
。

法
要
申
し
込
み
受
付

“ ,i；~ 
ζコ

水子観音様は健谷寺の境内南側の

道路に面した所にお記りしてあり、

いつでもと自由に参拝できます。

年
に
l
度
の
水
子
様
の
供
養
老
行
い
ま
す
。
心
の

中
に
薄
縁
の
水
子
様
の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
る
方
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
供
養
で
き
ず
に
い
る
方
な
ど
、

こ
の
機
会
に
供
養
老
さ
れ
る
と
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

日
時
／
日
月
お
日
（木
・
祝
）

午
後
1
時

受
付
開
始

午
後
1
時
初
分

供
養
開
始

志
納
料
／

5
0
0
0
円

阿
向
証（
供
物
を
おい縦
し
し
ま
す
）

・
宗
旨
、
宗
派
に
関
係
な
く
ご
供
養
い
た
し
ま
す
。

その他、個人でご供養を希望される方は
龍谷寺へ直接ご連絡ください。

ft056l-72-0012 

龍谷寺永代供養墓「縁」のご案内 龍谷寺「盆施食会供養」のご、案内
今年も龍谷寺「舘施食会供養」をいたします。

皆様のご来与をお待ちしています。

日時／平成29年 8月15日（火）
午前 8時30分受付開始
9時 初盆施食会供養

10時 盆施食会法要

法要終了後、御供お下がりを先着200名様に振る
舞います。また、恒例の「梅かき氷」も振る舞いますので、

皆様揃ってお参りください。

．龍谷寺檀家の方には、お盆のリーフレツトを送ります•I

龍谷寺永代供益墓「縁」は、継承

者がいない方でも、安心して納骨が

できます。

龍谷寺では、三十三回忌まで責任

を持って供養をいたします。春、秋、

お盆などの法要には、ご自由に参加

することができます。

生前のお申込みもお受けします。

納骨は35万円からご相談に応じま
す。永代供養料のみで、永代使同

料、管理料は不要です。

日東パザー
うきうきpe寮ハOウィユ，
ザロン・ド・マルシz＆フリーマーケット

平成29年度* 

水
子
供
養
会
の
ご
案
内

道了秋まつり
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大人気の日東バザーをはじめ、フリーマーケットでは沢山
のお値打ち品が勢ぞろいします。「サロン・ド・マルシェ」は、
安心・安全は当たり前、乙だわりの商品を製造・販売をする
生産者たちとの出会いの場を提供します。いいモノといい
ヒ卜がいい暮らしを繋ぎます。ぜひ、お出かけください。

問い合わせ、お申し込みは日東保育園宮0561(72)0459 

日時／平成29年10月7日（土） 10時～15時

場所／龍谷寺境内・日東保育園 （目前融情下甲29)

当日は世界の恒久平和と人と自然との共生を祈る祭典「道了
大権現採灯大護摩供」のほか、日本古来の伝統的な和太鼓を披
露する尾張太鼓「竜の会」が出演。みなさまに勇壮な和太鼓の
合奏をお届けします。
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